　　　　　　　競　技　注　意　事　項　　　　　Ｂ－８①

１　競技規則について
　　競技は２０１８年度日本陸上競技規則および同駅伝競走規準および大会規定による。

２　競技方法について
　　学校対抗競技とする。

３　選手登録及びオーダーについて
1 チームは監督１名、選手男子１０名、女子８名とし、申込後の選手変更は認めない。
2 正式オーダーは、オーダー受付時（１１月１７日（土）１３時００分～１３時３０分）に熊谷スポーツ文化公園陸上競技場の大会受付に提出すること。

４　選手変更について
　　オーダー提出後の選手変更は、補欠をその区間の交代として補充すること。この場合、【選手変更届】（Ｂ－６）と、医師の診断書を添えて、大会当日男子は８時００分まで、女子は１１時３０分までに熊谷スポーツ文化公園陸上競技場大会本部に提出すること。
7時30分から８時００分と１１時００分から１１時３０分に競技場医務室に待機しています。
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５　走行について
　　競技者は原則として、道路の中央線があるところでは左側を走ること。ただし、中央線のないところと定められた場所はこの限りではない。交差点では中心から右に出てはならない。

６　中継について
1 タスキの受け渡しは、中継線より進行方向２０ｍ間において完了すること。
2 タスキを受け取る競技者は前走者区域（中継線の手前の走路）に入ってはならない。

７　タスキについて
1 タスキは大会本部で用意します。タスキについては11月18日（日）7:30より受付にて配布いたします。
2 タスキは必ず肩から脇の下にかけなければならない。
3 タスキは前走者と次走者の間で手渡さなければならない。
4 タスキは引き継ぎ後、できるだけ早く肩にかけること。

８　助力について
1 競技者は競技中、いかなる助力も受けてはならない。（認められた場所での給水は除く）
2 人または車両による伴走行為は一切認めない。（自転車による伴走も含む）
3 伴走およびこれに類する行為があった場合は失格の対象となる。

９　ナンバーカードについて
1 ナンバーカードは１人に３枚配布する。
2 ナンバーカードはユニホームの胸、背部にそのままの形で確実につけ、残りの１枚は上着右胸部につけること。

10　第１区走者のスタートについて
1 出発時のレーン順は、学校受付時に抽選で決める。走行方向に向かって番号順に、１列目（各都県１～２位）１～１６、２列目（各都県３～４位）１７～３２、３列目（各都県５～６位）３３～４８と左から右に並ぶ。女子のスタートはグループスタートとし、インレーン１０名、アウトレーン６名とする。
2 スタートの５分前、３分前、１分前、３０秒前、２０秒前、１０秒前を知らせる。なお
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スタート１０秒前と同時にスターターは「位置について」を合図する。競技者は「位置について」の合図でスタートラインに並び、ピストルの合図でスタートする。出発の５分前にスタート地点付近に集合し各自のスタート位置を確認し、１分前までに競技服装になってスタートライン手前に整列する。

11　招集について
〈男子の部〉
	区間
	１区
	２区
	３区
	４区
	５区
	６区
	７区

	招集開始時刻
	9:30
	10:00
	10:15
	10:35
	11:00
	11:10
	11:25

	招集完了時刻
	9:40
	10:10
	10:25
	10:45
	11:10
	11:20
	11:35


〈女子の部〉
	区間
	１区
	２区
	３区
	４区
	５区

	招集開始時刻
	13:00
	13:25
	13:35
	13:45
	13:55

	招集完了時刻
	13:10
	13:35
	13:45
	13:55
	14:05


 ①招集場所は北マラソンゲートに設ける。競技場外側から入場すること。招集完了時刻は先頭通過予定の15分前とする。（第１区は20分前）必ず本人が招集を受けること。その際１区の競技者はユニホームにつけたナンバーカードとタスキ、２区以降の競技者はユニホームにつけたナンバーカードのチェックを受ける。
 ②点呼を受けた競技者は、チームに割り振られた競技者控え場所で待機する。その際、控え場所の前に設けられた区域ではウォーミングアップをしてもよい。
 ③競技場内および競技者待機場所には競技者以外の立ち入りはできない。付添いは一切認めない。

12　不慮の事故について
1 レース中に走者が事故のため競走を中止した場合は、次の区間から次走者を出発させる。この場合の出発時間は、最終順位の走者から１分後とし、総合記録は認めないが、事故のあった区間以外の区間記録は認める。
2 審判長、各中継所の主任及び審判員は、競技者が走行不能と判断したとき、その競技者の走行を中断させることがある。
3 レース中に生じた事故については、応急処置のみ大会本部で行う。

13　付添について
1 競技運営上、競技場内での選手付添は認めない。

14　繰り上げスタートについて
1 競技運営上、繰り上げ出発をすることがある。
2 繰り上げ出発をする競技者は、繰り上げ用タスキを受け取り、中継所主任の合図で出発する。

15　標示について
各区間とも中間点（ただし、男子３区・４区においては4km）と、あと１ｋｍ地点を標示する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

16  競技終了後の競技者について
　　　フィニッシュした競技者は、すみやかに競技者待機場所へ戻り退場すること。ウォームアップエリアにとどまっての応援はしないこと。最終走者は、タスキに添付されている計測リグを返却すること。

17　給水について
　　給水所は男子1区、3区･4区と女子1区でコース図のH地点付近に設置する。
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18　その他
1 部旗の掲揚ポールの使用は各校１本とする。のぼり（2本まで）・横断幕（1枚まで）等についてはスタンド上部の柵のみ設置可とする。競技場外での使用はのぼり（2本まで）はスポーツ文化公園内のみ認める、横断幕については認めない。一般道での使用・設置は不可とする。公園内であってもコースの視界を遮る場所は不可とする。競技場内に部旗・のぼり・横断幕を設置・掲揚する場合は１７日（土）１０：００以降とし、希望者は各都県で抽選した順番で第２ゲート前に待機すること。（各校2名まで）
2 駐車券は配布しない。指定の駐車場に止めること。
ドーム周辺の駐車場（P3 P5 P6 P7）については競技開始（9:00）から終了（15:00）まで車両の出入りはできません。該当時刻に車両を出し入れする方は西第２多目的広場をご利用下さい。また、バスは東第２多目的広場または西第２多目的広場駐車場に駐車して下さい。
3 各校のベンチの設置については、陸上競技場２階通路およびくまがやドーム多目的運動場・補助競技場（トラック内は不可）とし、陸上競技場およびドームの周囲は不可とする。
・陸上競技場２階通路は１６日（金）１３：００　第２ゲートより入場可とする。
・補助競技場は１６日（金）１３：００　メイン競技場側入口より入場可とする。
＊補助競技場の芝生にシートを敷いたままにすることは禁止する。テントは必ず天幕を外し風対策をして下さい。
・くまがやドーム多目的運動場は１７日（土）１０：００　東側入口より入場可とする。ただし、フリースペース側については開会式終了後に解放する。
　④ゴミの処理については大会当日は正面玄関横で回収するが、それ以外の日は各校で持ち帰ること。（弁当については２日間回収）
　⑤総合成績は閉会式終了後、各高校1部を都道府県委員長に配布する。
　⑥大会成績は埼玉陸協ＨＰに掲載致します。
　⑦プログラム・ナンバーカード・タスキ配布について
　　１１月１６日（金）大会前々日　１３：００～１５：００　正面玄関内
　　１１月１７日（土）大会前日　　１２：３０～監督会議　　正面玄関内
　　タスキ配布
　　１１月１８日（日）大会当日　　　７：３０～１２：３０　正面玄関内
　⑧弁当受け渡しについて
　　１１月１７日（土）大会前日　１０：００～１１：３０　正面玄関横
　　１１月１８日（日）大会当日　１０：００～１１：３０　正面玄関横
　　昼食の空き箱回収は、配布場所と同じ。
　⑩路線バスの運行について
　　コース内を走る路線バス（国際十王交通：熊谷駅～熊谷ドーム　熊谷市営ゆうゆうバス）については通常のダイヤ通り運行します。また、国際十王交通については臨時便もあります。

19  個人情報の取り扱いについて
　　本大会に際して提供される個人情報は本大会活動に利用するものとし、これ以外の目的に利用されることはありません。
